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Does 　Sexual 　D 証ferentiation　E 幽 t　in　the　Ag 窪ressiveness 　of 　Ma5u 　Salmon （Oncorhynchus

m αεo 凵 ）Fry？ HIR．oSHI 　YAMAGls 田 AND 　MAsARu 　NAKAMuRA （Dep 露 ment 　of 　Zoology ・

Fac皿 ty　of 　Medich 肥
，
　Teikyo　Unhre畑 ty，　Hachioji，　Tokyo 　192 −03，　Japan ）

ABSTRACT 　 An 　experiment 　was 　carried 　out 　in　order 它e 　determine　whether 　sexual 　differ−

ences 　in　ag 甲 e路 ivene躑 exist 　in　masu 　salmon 的 （Oncorhynchus 　maso の．　Eighteen　groups，
each 　 consisting 　 Gf 　four　even −5ized 　fish　a言ed 　37− 57　days　after 　hatching ，　were 　used ．　Ag −

ressive 　 behavior 　 in　individ 岨 1 且 sh 　 of　 each 　group 　 was 　recorded 　for　3　days．　After　the
experiment ，　all 出 e 　fry　were 　examined 　histologically　to　determine　their　sexes ．　Females
wele 　judged　by　the　apPearance 　of　auxo ｛三ytes 　with 　young 　 oocytes 　 and 　males 　by　blood
vesseks 　and 　sperm 　 ducts　in　 the　stroma 　in　the　proximal　region 　of 　the　gonad ．　The 　72 £ry

used 　cons 蹴 ed 　of 　38　females　and 　34　males 　and 　of 　the　present 　18groups ，　only 　one 　group
consisted 　 of 　indivlduals　of 　all　 the　 same 　sex ｛male ）．　 Chasing，　 nipping ，　Iateral　display，
wigw 呂g　diSplay

，
　f  hting　and 　territorial　defense　were 　taken　as　e区p爬 ssions 　of 　aggressive

ness ．　 A 　 dom 韮nance 　 order 　 of　 the　 nip −dominance 　 type 　 was 　 recognized 　 in　most 　of 　the

groups．　No 　 significant 　differenee　due　to　seK 　was 　noted 　in　the　number 　of 　dominant 　fish
either 　in　the　9　groups　consis しing　of 　the　same 　numbers 　of 　both　sexes 　or 　in　the　2　groups
。。嚼 ting・ f ・n ・ f・male ・and ・three ・rn・1・・

，
　whe ・eas 疝 恤 ・ d ・m   nt 紬 we ・e 　f・mal … 　in

th・ 69r ・岬 。・趣 輔  ・ f 伽 e ・ f・rnales 　・nd 。n ・ mal ・・（Z ・ ・乙 M 血9・92 ’ 4350 」 983 ）

　魚類 の な か に は 稚魚期か ら強い 攻撃性を示 し，な

わば りを防衛 して 生活する種が少 くな い 。 河 川 に 生

活す る サ ケ ・マ ス 類はそ の代表的なもの で あ る 。 脊

椎動物 に おい て 個体が社会的優位を 占めるため の 要

因 として Collias （1944）は，性，体の 大き さ，過去

の 体験 ， 健康状鸛 年齢 な ど をあ げて い る 。 こ れら

の 要因 の な かで体の 大きさが 重要で あ る こ とを示す

研 究 は魚類 に つ い て は 多数あ る （たとえば ， Green・

berg，1947；Hム監e ，1956；Newtnan，1956；Mi　l　ler，

1964；Sy匸mns ，1968な どあ 体 の 大きさが同 じ場合，

社会的に 優位な個体が劣位 の 個体よ りも成長が よ い

こ とは ＝ ジ マ ス （Salme　gairdneri ）の 稚魚 と 1 年

魚 （Yamagi　shi ，
1962，1975），サ ケ （Oncorhpmchus

keta ）稚魚 （山岸 ほ か
，

1981）お よ び ドソ コ （Odo−

ntobutis 　obscurus ）　（Y8噂 曲 i　e し　aL ，
1974）

で 知 られ て い る 。

　性 の 影響 に つ い て は Braddock （1945）が プ ラ テ ィ

（PlatyPeecilus　 mac ”latgS ）の 混 姓 グル
ー

プ で は

雄が社会的優位を占め る傾向 が あ る こ と を観察 した

が ， Newman （1956） は ニ ジ マ ス とカ ワ マ ス （Sa−

lvelinvs　fontinalis） の 稚魚で は ド ミナ ン ト個体

の 大部分が性別 に 関係な く大型 で あ る こ とか ら，性

の 影響 を 体の 大 き さか ら切 り離 して 論じ る こ とは困

難で あ る と指摘 して い る。

　本研究 で は 攻撃行動が 出現 して まもな い サ ク ラ マ

ス （Oncorhp：chttS　masou ）稚魚 を材料 と し，体 の 大

きさ の 影響が出るの を極力防 ぐた め に ほぼ 同 じ大 き

さの 個体か ら成 る集団を多数 つ くり ，
性 と社会的優

位 との 聞 に 関係が あ る か否かをしらべ た 。
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　　　　　　　　　 材料 お よ び 方 法

　本研究 に 用 い た サ ク ラ マ ス は茨城県内水面水産試

験場里 美養魚場 に お い て 人 工 受精 させ て 発眼 した 1

腹 の 卵 を研究室 に 運 び ， 水温 15℃ で 1980年 11月ユ0

日に ふ化 させ た もの で ある。 ふ化日 か ら稚魚 の 行動

を観察 し，攻撃行動がふ 化後約30日で 出現する こ と

および後述する方法 に よ っ て こ の 時期 の 生殖腺に 雌

雄の分化が生 じて い る こ とを確かめ
，

ふ化 後37日 ，

40El　44日お よ び57日 の 稚魚 を材料として 用 い ，体

長 の ほ ぼ 等しい 4 個体か ら成 るグル ープ を18群つ く

っ た 。 こ れ らの 稚魚の 体長は 2．45〜3．05　cm （体重 で

0．136”−Oβ51g）の範囲 に あ っ た が
， 各 グ ル ープ 内で

Fig．1．　 Cross−sections 　 of 　 gonads　 of 　 the　 masu 　 salmon （Oncorhyn −

　　　c肋 smaso の frY．（a ）Ovary 　of 　a　40・day　old 　fish （x　 370 ）．　Many

　　　auxocytes 　are 　seen ．（b）Testis　of 　a　 44 −day 　old 　fish （x　350）．

　　　Efferent　 ducts　 are 　 seen 　 in　 the　proximal　region 　 of 　 the　gonad ．

　　　Spe   atogonia 　in　the　resting 　stage 　distribute　singly 　in　the　stromal

　　　tissue。
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の 体長差は最大 Imaに とどめ，大部分 の グル ープ で

0，5m 以下に して ある。 各グル ープ の 4 個体 は，異

な る ひ れをわずか に 切断 して 観察 の さ い の 個体標識

に した 。 各グル ープはそれぞれ 18× 8x13   の ア ク

リル 製の 観察用水槽に 入れ た。各水槽 はU 字管で連

結 し，水を外部 の 濾過槽を 通 して Lltr 分 の 速さで

循環 させ た。全期間 を 通 して 水温 は 11，5・−v14 ．O℃ の

範囲に 維持された 。

　攻撃行動の 観察は魚を水槽 に 入れて か ら 2〜 3 日

後 に 開始し，
3 日閤続けて 行な っ た 。 毎 日給餌 1時

間後か ら20分間観察 し．各個体の 位置，攻撃回数 お

よ びな わ ばり防衛が 記録さ れた。餌 はマ ス 椎魚用 の

顆粒状配合飼料を用 い た 。

　体長 と体重 の 測定およ び ひ れ切 りは 1；10   00 の

MS 　222 溶液で稚魚を麻酔して 行な っ た。 行動の 記

録と解析 に は VTR と写真 を 併用 した 。 3 日間の 観

察が終 っ て か ら稚魚を プ ア ン 液で 固定 し，通常 の パ

ラ フ ィ ン 法で 生殖腺を含む体幹部の 組織標本を作製

し， 雌雄 の判定を行な っ た。

結 果

1．生殖腺 の 分化 と性比

　ふ 化後 37へ67 日の 稚魚 の 生殖腺 に は卵巣 お よ び精

巣 の 分化がすで に 認め られた 。 卵巣に は直径 35 〜

60 μm の 多数 の 肥大卵母細胞 と減 数分裂前期 に あ る

卵母細胞が認 め られ た 。 この よ うな 生殖 腺を もつ 個

体を雌と判定 した （Fig．1， a ）。 精巣 で は 生殖細胞

は 休止期 に あ る が，生殖腺 の 基部 に は将来の 輸精管

が認 め られた 。 こ の よ うな生殖腺を もつ 個体を雄と

判定 した （Fig．1，　b）。　 ロ

　Table　1 に各グル ープ の 判定結果を示す 。 ユ8 グル

ープ の 合 計72尾 の うち雌は 38 尾 （52．8彩），雄 は 34

尾 （47．2M で
，

性 比 は 雄 1 に 対 して 雌 IJ2で あ っ た 。

18グル ープ 中雌雄同数 の グル ープ が 9
、

雌 1に 対 し

て雄 3 の グル ープが 2
， 雌 3 に対して 雄 1 の グル ー

プ が 6
， 雄だけ の グル ープが 1で あ っ た 。

2．攻撃行動

　稚魚 は ふ化後 22日 ICは 完 全に 浮上 し，そ の 後水底

に分散 し
，

ふ 化後29日 か ら明瞭な攻撃行動を示 しt

ふ化後 31日 に は な わ ば りを形成 し始 め た 。 攻撃行動

として 確 め られた 主な もの は 追 い かけ （chasing ），

咬みつ き （hipping），側方誇示 （tateral　display），

ゆれ動 き誇示 （wigwag 　display）お よ び闘 い （fレ

ghti  ）で あ る 。 咬み つ きは 頻繁 に み られ，攻撃個

体 は 相手 の 腹部 や 尾 部 め が け て 咬 み つ こ うとするが ，

Flg．2
，
　a の ように 攻撃が相手の 頭部に向けて行な

われ る こ と も あ っ た。側方誇示 は他の サ ケ ・マ ス 類

に み られ るもの と同様 に s 背び れ
，

胸 びれを大き く

拡げ ， 体を い く らか彎曲させ る。 下顎部は い く らか

拡が る こ とが あ る が ロ はあまり開かな い 。 ゆれ動き

誇示 はHar しman （1965〕が ギ ン マ ス （Oncorhpmchas

kisutch）の 稚魚 で
，
　 North （1979） が プ ラ ウ ン ト ラ

ウ ト （Satmo 　 tr”tta ）の 稚魚で
， 山岸 ほか （1081）

が サ ケ の 稚魚 で 記述 した もの に 類似 し， 側方誇示 の

誇張され た もの と考 え られ る （Fig，2，　b）。 体は側

方誇示よりも
一

層彎曲 して S 字型 に な る。 た だ し頭

は ブ ラ ウ ン トラ ウ トの 稚魚 と 同様 に 上側に 向ける こ

とが 多 い の で
，

頭 を下側 に 向け る ギ ン マ ス の 稚魚 と

は異 な っ て い る。こ の 行動 の 継続時間は側方誇示よ

り短 く， 通常 1〜 2 秒以下で ある。 闘 い は 2尾が小

さな輪をえが い て ぐる ぐる廻りな が ら互 い に 体 の 後

部に咬み つ こ うとする行動で
，

ふ つ う誇示の あとに

起 る （Fig．2，　c ＞。 こ れ は Stringer　a面 Hbar

（1955）がカ ン ル ープ ス トラ ウ ト （Salmo　 gaird−

neri 　KamleaPs ）の 稚魚 で
，
　 Yamagi　shi （1962）

が ニ ジ マ ス の 稚魚 で 記 述 した もの とよ く似て い る 。

Table　 1，　 Number 　of 　females　and 　males 　in

　　 each 　group．

Gmup 　　Days　after 　　　　Number 　of

No ．　　 hatching　　 females 　 ma 豆es

123456789012345678　

　

　

　

　

　

　

　

　

111111111

7777770000004447773333334444444445553223210222332233

ユ

2

12212342221122113

・
2

Total 38 34
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3，な わば りと順位

A 。雌雄 が 同数の グル ープ

　Table　2 に 雌雄同数の各グル ープ の 3 日間 の 個体

別攻撃回数 の 推移をな わ ば りの 有無と と もに示す 。

順位 の 決定 で は
，

3 日 間 の 攻撃回数 の 合計 の 多い 個

体を上位 と し， 同数か 0 の 個体 が 2以上あ るとき は ，

Fig．2．　Aggressive　behavior　 of 　the 　masu

　　 salmon （Oncorhynchus 　 masou ） fry．

　　 （a ）　 Nipping ；　 attacking 　 is　 dhrected

　　 toward 　 the　head　 of 　the　 opponen 七fish．

　　 （b） Wigwag 　 disp且ay ； the　 right 　 fish　 is

　　threatening　the　left　fish　 with 　a　w 孟gwag

　　 movement ．（c ）Fighting；both　fish　swim

　　 around 　 each 　other 　孟n 　a 　もight　circle

　　 repeatedly 　nipping 　each 　other ．

なわば りを占有 した 日数 の 多い 個体を上位とし
，

な

わば りを全 く占有 しなか っ た個体 に つ い て は， 被攻

撃回数 （負け数）の少な い 個体を上位 に した 。

　 な わ ば りの 数 は グル ープ に よ っ て，また 日 に よ っ

て 0 か ら 3 ま で 変動 した 。 なわば りが 2 以上ある場

合
，

上位 の 個体 の な わ ば りは下位 の 個体 を 全 く寄せ

つ けな い もの で はな く
、

殆 どが 互 い に 侵 入 さ れ る も

の で あ っ た 。 第 9 グル ープ の 雌 （Fz）と第 13 グル ー

プ の 雄 （M2 ） は，
い ず れ もた だ 1尾 で 底面を占有

し
。 他の 個体が な わば りをつ くる こ とを許さず，

し

かも攻撃回数が他の個体よ り圧倒的に多い の で，独

裁的に振舞 っ て い るよ うに みえるが，こ の ような ド

ミ ナ ン ト個体 で す ら下位の 個体 の 攻撃を受けて い る。

たとえば
。 第 13グ ル ープ で は第 2 日 に ド ミナ ン ト個

体 （M2）は18回の 攻撃を受けて い るが
，

こ の うち16

回は第 2位 の 雌 （F2 ）の攻撃 に よ るもの で あ っ た 。

こ の よ うな状況 は 他 の すべ て の グル
ー

プ に もみ られ

た。したが っ て
，

サ ク ラ マ ス 稚魚 の 順位は相対的

（nip
− dominance）順位 で あ る と い え る 。

　攻撃数 の 合計で 雄が第 1 位で あ っ た の は 5 グル ー

プ （第 2
，

3s　 10
，
13 およ び 18グル ープ ），雌が

第 1位 で あ っ た の は 4 グル ープ （第 5， 8， 9 およ

び14グル ープ ） で ある 。 しか しこれ らの グル ープ の

中 に は 3 日間で ド ミ ナ ン トが交替 して い るもの が あ

る の で
，

第 1位の 個体のすべ て を真 の ド ミナ ン トと

認 め る こ とはで きない 。 3 日間通 して 同一個体が ド

ミナ ン トで あ っ た の は
， 雄で 3 グル ープ （第 3

，
13

，

お よ び18グル ープ），雌 で 2 グル ープ （第 9 および

14グル ープ） しかない
。 雌雄同数 グル ープ で は雄が

や や 優勢とい うことができ る 。

B ．雌雄が同数 で ない グル ープ

　Table　3 に 示すように
， 雌 1に 対して雄 3の 2 グ

ル ープ で は，第 6 グ ル ープ で雄が 第 1位を占め た魁

第 17グル ープ で は雌 が 第 1 位を 占め た。雌 3 に 対し

て雄 1 の 6 グル n…プ で は
， すべ て 雌が第 1位 を 占め

た 。 こ れ ら雌雄が 同数でな い 8 グ ル ー
プ （雄だ けの

第 7 グル
ー

プを除 く） で 3 日間通 して 同
一

個体が ド

ミナ ン トで あ っ たの は 5 グル ープ （第 1，4 ，15
，

16お よ びユ7 グル ープ ）で
，

ド ミナ ン トは す べ て 雌

で 占め られ た 。

　　　　　　　考　　　　 察

　サ ク ラマ ス の 生殖腺の 性分化 に つ い て は，中村ほ

か （1974）がふ 化 直後か ら工3週 まで 水温 8 ° C で 飼

育 した稚魚の 生殖腺を組織学的 に観察 して い る 。 そ
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Table 　2．　 Changes 　in　attacking 　freqllency　by 　the　individua1　fish
，
　recorded 　by　20 　min

　　　observation 　of 　each 　of 　the　gfoups　with 　the　same 　numbeT 　of 　females　and 　males ，

　　　FigUres　in　paren廿1eses 　indicate　the　frequency 　attacked 　while 　aste 鵬 ks　indicate
　　　the　teniしory −holding　fiSh．

Group
　No ．

Attacking

舳

　　　　 Number 　of 　attackS

lst　day　　　2nd　day　　　3rd　day Tota1Rank −order

2

鳳

　

2
　

1
　

2

FFMM 3 （5 ）

1 ｛17）
0 （ 1）

22 串（ 3）

1 （13 ｝

2 （8｝

20＊
（ 0）

0 （2）

3 （24）
7 （11 ）

19 （27）

4F （8）

7（
10 （

39（
63（

42 ）

36 ）

28 ）

13 ）

4321

3

ユ

　

ほ

　

ユ

　

　

FFMM 4 （10）
10 （ 7｝
20 ＊（8）

0 （ 9｝

16 零

（20 ）

25 串

（24 ）

43 准（24 ）

5 （21 ）

39 『（45）
0 （30 ）

81 零
（25）

1 ｛21）

59（
35（

144（

　　6（

75 ｝

61 ）

57 ）

51 ）

2314

5

し

　

ユ

　
ユ

　
　

FFMM 4 （2）

52 （35 ）

1 （ 2）
34 ｛52）

16 准

（18 ）

1 ｛ 41

43 孝（20 ）

9 毒（27 ）

3＊
（ 9）

4 （ 1）
2＊（2）
9t（6）

23（

57（

46（

52（

29 ）

40 ）

44 ）

85 ）

4132

8

ユ

　

ユ

　

ユ

　

　

FFMM （

（

（

（

13031）
4）
1）
1）

0 （ 3）

3 （ 0｝
3 （ 1｝
0 （ 2｝

7 （8）
22 零

（4｝
1 ｛17 ｝

0 ｛ 0）

8（
28〔
4 （

3（

12 ）

1 ｝

19 ）

3〕

2134

9

ー

　
2

　
且

　

2

FFMM 2 （19）
44 ＊

（ 2）
0 （12 ）

0 （13 ）

0 （ 0｝
8 ホ

（ O｝
0 （2）

0 （ 6）

2 （28 ）

703 （6）
4 ｛27）

0 （15）

　　2（
122（

　　4（

　　0（

49 〕

8）
41 〕

34 ｝

3124

10

且

　
2

　

1

　

2

FFMM （

（

（

（

30101）
0）
3）
0）

0 （12 ）

0 （ 6）
19 ＊

（55｝

70 ＊（17｝

｝

｝

｝

）

0230（

（

（

（

4001 7（

0（

20（
71（

13 ｝

8｝

61 ｝

2）

3421

13

1

　

2

　

　

2

FFMM 0 （54 ）

1 （17 ）

0 （4）

74i（ 0）

2 （25 ）

19 （27 ）

0 （ 0）
49 ＊

（18）

0 ｛76）
0 （15）

　dead91
宰（0）

　　2（155 ）

20〔59 ）

　　O（　 4 ）

214 （ 18 ）

32

1

14

ー

　

3

　

臣

・
2

FFMM 25ホ（22 ）

583（24 》

2 〔30 ）

0 （9）

2 （ 3）

37＊（ 3）
4 （20）
0 （17）

3 （13）

31＊（ 3）
1 （ 5）
1 （15 ）

30（ 38 ）

126（ 30 ）

　　7（55 ）

11 〔 41 ）

214

凸

3

18

1

　
2

　

匸

　

2

FFMM 2 ｛ 5）

5 （17 ）

0 （1｝

18 ＊
〔 2》

0 （

2 （

0 （

1ユ零

（

）

）

）

）

7510 1 串

（10）
9零

（12）
　dead

ユ4拿

（ 2）

3（ 22 ）

16（44 ，

0（　 2）

43（　 4）

32

1

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The  ZoologicalSociety  ofJapan

48 threfi･mpN rs

Table 3. Changes  in attacking  frequency  by  the individual fish,recorded by
   observation  of  eaeh  of  the groups  with  different numbers  of  females and
   Figures in parentheses and  asterisks  indicate the same  as  in Table 2.

20  minmales.

Greup
 No.Attacking  fish

     Number  of  attacks

lst day 2nd  day  3rd  day
TotarRank-order

1

F,F,F,M  1 (12)
 1 <16)
41*( O)

 1 (16)

12i{45)

 O {14)
95*(18)

15*(45)

 3 (11)
 5 (11)
29*( 5>

 4 (14)

 16(68)

  6(41)

165(23)

 20(75)

3412

4

F,F,F,M 13#( O)

17  ( 9)
 O(  3)

 1 (19)

29*( O}

 2 (27>
 o(  o)

 O(  4)

58i(36)

47*(58)

 O(  9)

 O(  2)

100(36)

 66{94)

  O(12)

  1(16)

1243

6

FM,M,M, 3(4*(o(o(3)1)2)1) 2(  2)

 3 (31)
15*(30)

51*{  8)

 O(  2}

 2"( O)
10*{ 8)

 O(  2)

 5( 7)

 9{32)25(40)51(11)
4321

7

M,M,M,M. 1(2(9*<3(1>4)6)4) 5 (22)
 1(  5)

26.( 9)
15  (11)

 9 (35}
 O (12)
 O (13)
54*(  3)

15(58)

 3(21)25(28)72{18)

3421

11

F,F,FsM 2*(o(8*(1(1)o)3>7)2*(e(5(o(2)1)1)3) 3 (11)
 o(  o)

13*( 3)

 O(  2)

 7(14)

 O( 1)26(

 7)

 1(12)

2413

l2

F,F,F3M  7*( 4)

19 (12)
12 (2e)
 4*( 6)

810159(15)(13>{

 6)(

 8)

 1 (14)
18 ( 8)

16 {14}
 4(  3)

16(33)47(33)43(40)17(17)4123

15

F,F,F,M 19*(  4}

 3(  3}

 1 (15)
 3*( 4)

16i(  2)

 o(  o)

 2*(16)

 o(  o)

32*( O}

 O{  9)

 e (2o)
 O(  3)

67( 6)

 3(12)

 3(51)

 3( 7)

1342

16

F,F,FsM  4(  8}

32*( 1}

 O (21}

 2(  8}

1(4*(o(o(o)o)1)4) e<  4)

41*( O)

 O {31)

 1(  7)

 5(12)77(

 1)

 O(53)

 3(19>

3142

17

FM,M,M, 11*(

 1(

 1(

 1{

2}2)7}3)3*{o<o(o(o)o)3)o)2e.( 1)

 3(  6)

 O (14)
 O(  2)

34( 3)

 4( 8)

 1(24)

 1( 5)

1243
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れ に よると，ふ 化後第 5週 に
， 対合期前期 の 卵母細

胞 の包嚢の 出現 に より卵巣 の 分化 が 開始す る 。 そ の

後，第 7〜 8 週 に は 卵母細胞は周辺仁前期 に 達す る 。

一方
，

精巣 の 分化は，や は りふ 化後第 5週 ic始 まる。

こ の時期 の 生殖細胞 は少数 に とど ま り， 包嚢形 成 も

顕著で は な く， 減数分裂は 開始しない が，生殖腺 間

膜に 接す る部位 の 基質中 に 血管とそ れをと りま く輸

精管が形成され，分化 の開始を示 して い る e 本研究

に 用 い た サ ク ラ マ ス は水温 15 ° Cでふ化さ せ た もの

で あ るが
．

ふ 化 後 37〜 57日の 稚魚 の 生殖腺 に は
，

卵

巣で は すで に 多数 の 肥 大 卵 母細胞 が，精巣で は 輸精

管 の 形成 が 認 め られた e こ の こ とか ら， 使 っ た稚魚

の 生殖腺は 生殖腺 の 分化直後 の 発達期に あ る もの と

推定 される 。 こ の よ うな性分化直後 の 生殖腺で性 ホ

ル モ ン が分泌されて い るか否か に つ い て は，現在 の

と こ ろ魚類 で は 明 らか に さ れて い な い 。

　Maeda　 and 　Hidaka （1979） は サ ク ラ マ ス の 河川

型 で あ るヤ マ メ 成魚の 攻撃行動を approaeh ，　at 　tack．

lateral　 display，　open ＿mouth 　 display お よび

chasi   に 分けて い る。こ れ ら の うち open −mouth

di　splay を 除 く行 勤 は サ ク ラマ ス の 稚 魚 に もみ られ

た が
， 攻撃 に さい して 口 を大き く開 くこ とは殆 どな

か っ た 。

　順位が相対的順位 で あ っ た こ とは
，

ニ ジ マ ス の 稚

魚と 1年魚の 集団で ドミナ ン ト個体 に よ る独裁的 な

順位 が み られ た こ と （Varnagi　shi ，
1962，1975） と

対 照 的 で
，

む しろサ ケ 稚魚 の 順位 （山岸 ほ 規 1981）
に 似て い る 。

　 3 日間通 して 同
一

個体が ド ミナ ン トで あ っ たの は，

雌雄同数 の 9 グ ル ー
プで は 雌 2 に 対 して 雄 3で あ り，

有意な姓差があ る とは考え られない 。一
方，雌雄 が

同数 で な い 8 グル ープ で は 雌 5 に対して 雄 は 0 で
，

明 らか に雌 が 優位 で あ る 。 両者 を 合計す る と雌 7 に

対して雄 3 に な り，
こ の 場合 も雌が優位 で ある。 し

か し雌雄 が 同数 で な い グル ープ はs 雌 1に 対 して 雄

3 が 2 グ ル ープ な の に 対して、雌 3 に対 して雄 1が

6 グル ープ もあ り，両者の 間の グル ープ 数 の 差が 非

常に 大 きい こ とを考慮す る と雌が 攻撃性 に お い て 雄

に 勝 る とい う結論を出すの は 単純すぎ る と考え られ

る。

　 な お ，こ こ で 得 られた結果 はあ くまで ふ 化後 37〜

57日の 稚魚 を短期間観察 したとき の もの で あ り，
よ

り成長 した稚魚で も，あるい は観察期間を延長 した

場合で も同様な結果 が 得 られ るか 否 か を推察する こ

とは 困難 で あ る 。 しか し こ の よ うな条件 で 実験を行

な う こ と は 非常 に 容易 で は な い 。 魚類 は一般 に成長

すればするほ ど体 の 大きさの 個体変異が増大する （

山岸， 1964 ）の で s 大き さ の 差 の 小さい個体に よ

る集団を多数つ くる ことが 難か しくな る し， また多

数 の 集団を長期 に わ た っ て 観察を続 けるこ とも実行

が 困難で あ ろ う。

　本研究を行 な うに 当 っ て 材料 の サ ク ラ マ ス 発眼卵

の 提供をた ま わ っ た茨城県内水面水産試験場里美養

魚場の 位田主任研究員ic厚 くお礼申しあげます。
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